
「研究人生における様々な選択肢」に関するアンケート ご協力のお願い
【ConBio2017 分子生物学会・生化学会共同企画ランチョンセミナー 事前アンケート】 

 人生には様々な岐路がありますが、研究者人生にも多くの選択肢があり、時には大きな決断を迫られるこ
とがあります。例えば博士課程に進学するのか、企業に就職するのか、日本でポスドクになるのか、海外留
学するのかなどなど。 
 ConBio2017 では、日本分子生物学会と日本生化学会共同企画のランチョンセミナーとして、「研究者人生
における様々な選択肢」について、それをどのように考え決断してきたのか、先人の意見を聞きながら語り
合いたいと思っております。以下のアンケートは、当日のディスカッションの貴重な題材として使用させて
いただきますので、皆様の様々なご意見を是非お寄せ下さい。若手だけでなくシニアな方も回答していただ
けますと大変ありがたく存じます。お忙しいところ恐縮ですが、皆様のご協力をお願い申し上げます。
アンケート結果は、文部科学省、日本学術会議、生物科学学会連合などに提供する場合があります。ご了
解ください。 

【アンケート実施期間：2017 年 8 月 10 日（木）～31 日（木）】 

日本分子生物学会キャリアパス委員会 
日本生化学会男女共同参画推進委員会

1. 性別 
□男性 □女性 □回答しない 

2. 年齢
□24 歳以下 □25～29 歳 □30～34 歳 □35～39 歳 □40～44 歳 □45～49 歳 □50～54 歳  
□55～59 歳 □60～64 歳 □65～69 歳 □70 歳以上 

3. 現在の環境 
□大学 □研究所（企業以外）□企業 □その他（自由記述）

4. 職階 
□学部学生 □大学院生（修士／一貫制博士課程前期） □大学院生（博士／一貫制博士課程後期）  
□研究生 □技術員 □ポスドク／研究員（任期付） □研究員（定年制） □テニュアトラック  
□助教（任期付） □助教（定年制）□助手 □講師 □准教授 □教授 
□主任研究員 □ユニット長／チームリーダー □グループリーダー
□企業等研究員／一般社員 □企業等主任クラス □企業等課長クラス □企業等部長クラス
□企業等役員  
□その他（自由記述） 

5. 所属学会（複数選択可） 
□日本分子生物学会 □日本生化学会 □自然史学会連合 □日本 RNA学会 □日本味と匂学会 
□日本医真菌学会 □日本遺伝学会 □日本遺伝子細胞治療学会 □日本宇宙生物科学会 
□日本栄養・食糧学会 □日本エピジェネティクス研究会 □日本解剖学会 □日本癌学会 
□日本がん予防学会 □日本寄生虫学会 □日本ゲノム編集学会 □日本ケミカルバイオロジー学会 
□日本細菌学会 □日本細胞生物学会 □日本酸化ストレス学会 □日本時間生物学会 
□日本実験動物学会 □日本神経病理学会 □日本人類遺伝学会 □日本生物物理学会 □日本生理学会



□日本蛋白質科学会 □日本動物学会 □日本バイオインフォマティクス学会 □日本発生生物学会 
□日本比較内分泌学会 □日本微生物生態学会 □日本病理学会 □日本プロテオーム学会 
□日本放射線影響学会 □日本免疫学会 □日本薬理学会 □その他（自由記述） 

6. あなたの理想（目標）の職種は何ですか？（既にその職に就いている場合は、現在の職） 
□大学教員（PI） □大学教員（non‐PI）□公的研究所グループリーダー □公的研究所研究員  
□企業の経営者、役員、管理職 □企業の研究員 □その他（自由記述） 

7. その理想（目標）の職を心に抱いたのはいつ頃ですか？ 
□大学入学前 □大学時代 □大学院修士課程 □大学院博士課程 □ポスドク／研究員時代  
□大学／企業の中間的ポスト時代 □大学／企業のチームリーダー時代 □その他（自由記述） 

8. 現在のご自分の研究条件（学生の方は研究環境）に満足していますか？ 
□非常に満足 □ほぼ満足 □どちらとも言えない □やや不満 □かなり不満

9. ８.の理由を記述してください。（複数選択可） 
□職種 □職階 □雇用形態 □給料（経済状態） □研究費 □仕事内容 □勤務場所  
□職場人間関係 □家族関係 □その他（自由記述） 

10. 今、人生における「壁（問題、不安）」を感じていますか？それは何ですか？
□感じる □感じない □どちらとも言えない 
具体的な記述：  

11. もう一度人生をやり直せるなら、どんな職種を選びますか？（複数選択可） 
□現在と同じ職種  
□研究者（大学） □研究者（研究所） □研究者（企業など）□技術補佐員 □事務補佐員  
□医師 □看護師 □医師看護師以外の医療関係者 □企業一般社員（研究以外）□独立会社経営者
□国家公務員 □地方公務員 □大学以外の教員 □保育士 □心理カウンセラー □農業 □漁業  
□科学雑誌関係 □マスコミ関係 □文芸関係 □政治家 □音楽関係 □スポーツ関係 □通訳  
□美術関係 □囲碁将棋など □芸能関係 □食関係 □冒険家 □建築関係 □ファッション関係  
□宗教関係 □専業主婦／主夫 □その他（自由記述） 

12. 現在博士課程進学率が減少傾向にあります。どうしたら進学率が増加すると思いますか？（最も重要と
考えるものを１つ選んでください） 
□経済的サポートを充実させる（授業料も取らない） □アカデミックポジションの待遇を上げる  
□任期なしの若手のアカデミックポジションを増やす □教育内容を充実する  
□博士号取得者の就職を有利にする□□研究者の社会的地位をあげる 
□その他（自由記述） 

13. 学振「DC」の内容についての意見をお聞かせください。
□現状のままでよい □学振DCの支給額はそのままで採択率を上げる  
□学振DCを廃止し博士課程学生全員均等に少額ずつ支援  
□学振DCの採択率を上げて支給額を下げる  
□学振DCの採択率を下げて支給額を上げる  
□その他（自由に提案ください） 



14. 学振「PD特別研究員」の応募資格はいずれが適正だと思いますか？ 
□現状通り博士号取得後 5年以内 □博士号取得後 10年以内 □年齢制限撤廃 □その他（自由記述） 

15. 昨年度から発足した文科省の「卓越研究員」の応募資格年齢はいずれが適正だと思いますか？ 
□現状通り 39 歳まで □44 歳まで □49 歳まで □受け入れ機関が自由に決めればいい  
□年齢制限撤廃 □その他（自由記述） 

以下、ご自身のカテゴリーの質問に回答してください。 

<大学院修士課程に在学中の方＞ 
16‐1. [大学院修士課程の方全員] 卒業後どうされますか？ 
□大学院博士課程に進学 □企業に就職 □まだ決めていない □その他（自由記述） 

16‐2. [既に進路を決めている方] 卒業後の進路を決めたのはいつ頃ですか？
□大学入学前 □学部時代 □大学院進学後 

16‐3. [既に進路を決めている方] どのようにして卒業後の進路を決めましたか？（複数選択可） 
□自分だけで決めた □親と相談して決めた □同級生や先輩と相談して決めた  
□教員と相談して決めた □その他（自由記述） 

16‐4. [博士課程進学を決めている方] 決め手になった理由は何ですか？（複数選択可） 
□研究が好き □博士号を取得したい □研究者として活躍したい  
□行きたい企業の内定がえられなかった □博士号を取った方が企業の研究職就職に有利と判断したから  
□就職したくなかったから □その他（自由記述） 

16‐5. [企業就職などを決めている方] 決め手になった理由は何ですか？（複数選択可） 
□企業などの仕事に魅力を感じる □給料をもらう生活に憧れる □学位が取れるか不安
□学位取得後の将来設計が不透明 □親の意向に従った □先輩の姿をみて □その他（自由記述） 

16‐6. [企業就職などを決めている方] 大学や国などから返済の必要がない経済的サポート（生活できる程度
の額）が得られたら、博士課程に進学したいと思いますか？ 
□思う □思わない □その他（自由記述） 

16‐7. [企業就職などを決めている方] 設問 16‐6.に関連して、生活できる程度の額（1ヶ月）はどれくらい
ですか？（参考：DC1、DC2は 20 万円） 
□10万円程度 □15 万円程度 □20 万円程度 □その他（自由記述） 

16‐8. [大学院修士課程の方全員] 現在、経済的にどのような状況ですか？ 
□問題ない □なんとかやっていける □かなりきつい 

16‐9. [大学院修士課程の方全員] 企業就職するとしたら、どんな企業に就職したいですか？ 
（企業名、職種、条件など．自由記述） 



<大学院博士課程に在学中の方＞ 
17‐1. [大学院博士課程の方全員] 卒業後どうされますか？ 
□国内ポスドク □海外ポスドク □助教 □企業研究員 □企業研究員以外 □公務員  
□まだ決めていない □その他（自由記述） 

17‐2. [既に進路を決めている方] 卒業後の進路を決めたのはいつ頃ですか？
□大学入学前 □学部時代 □大学院修士課程 □大学院博士課程 

17‐3. [既に進路を決めている方] どのようにして卒業後の進路を決めましたか？（複数選択可） 
□自分だけで決めた □親と相談して決めた □同級生や先輩と相談して決めた  
□教員と相談して決めた □その他（自由記述） 

17‐4. [アカデミアでの研究の継続を決めている方] 決め手になった理由は何ですか？（複数選択可） 
□自由な研究が好き □アカデミアが好き □企業に就職できなかった  
□他業種についての知識がなく不安 □その他（自由記述） 

17‐5. [企業などの非アカデミックで研究の継続を決めている方] 決め手になった理由は何ですか？（複数選
択可） 
□企業などでの研究内容に魅力を感じる □経済的安定性 □労働環境  
□福利厚生の条件が良い □アカデミアから離れたかった
□その他（自由記述） 

17‐6. [今後、研究以外に転職しようとしている方など] その理由は何ですか？
□他に興味を惹かれるものが見つかった □研究に飽きた □どうしても研究職が見つからなかった
□適性がないと感じた □気力、体力の限界を感じた □その他（自由記述） 

17‐7. [大学院博士課程の方全員] 現在、あなたは学振DC以外の返還義務のない経済的サポートを受けてい
ますか？ 
□受けている □受けていない □その他（自由記述） 

17‐8. [設問 17‐7.で「受けている」と回答された方] それは具体的に何ですか？（複数選択可） 
□TA □RA □大学全体の特別な支援制度 □研究科／研究所の特別な支援制度 □その他（自由記述） 

17‐9. [設問 17‐7.で「受けている」と回答された方] その額は１ヶ月平均でいくらぐらいですか？ 
□5万円未満 □5～10 万円未満 □10～15 万円未満 □15～20 万円未満 □20 万円以上 

17‐10. [大学院博士課程の方全員] 企業就職するとしたら、どんな企業に就職したいですか？ 
（企業名、職種、条件など．自由記述） 

<ポスドク／研究員／技術員／助教など、PI 以外の方＞ 
18‐1. 今後のプラン（希望）を教えてください。 
□現状維持 □国内ポスドク（研究員） □海外ポスドク □助教／准教授 □ラボ独立



□企業（研究員） □企業（研究員以外） □公務員 □その他（自由記述） 

18‐2. 今後のプランを決める際、重要なファクターは何ですか？（複数選択可） 
□研究（仕事）内容 □職種 □給料 □雇用形態（契約年数など）  
□勤務条件（休暇、育休、勤務地など） □上司の人柄／職場環境 □生活環境（子育て、介護など）  
□その他（自由記述） 

18‐3. 将来、PI／グループリーダー／部長等になりたいですか？その理由を教えてください。
□なりたい □なりたくない □どちらでもいい □まだわからない 
理由：自由記述

18‐4. あなたのロールモデル（目標）になる方はいますか？ 
□いる □いない □その他（自由記述） 

18‐5. [アカデミアでの研究の継続を希望する方] その理由は何ですか？（複数選択可） 
□自由な研究が好き □アカデミアが好き □勤務地が選べる □他の業種に異動するのは不安
□その他（自由記述） 

18‐6. [企業などでの研究の継続を希望する方] その理由は何ですか？（複数選択可） 
□企業などでの研究内容 □経済的安定性 □労働環境  
□福利厚生の条件が良い □他の業種に異動することへの不安
□その他（自由記述） 

18‐7. [今後、研究以外に転職しようとしている方] その理由は何ですか？
□他に興味を惹かれるものが見つかった □研究に飽きた □研究費の取得が困難  
□研究職が見つからない □適性がないと感じた □気力、体力の限界を感じた □その他（自由記述） 

18‐8. [全員] 企業就職するとしたら、どんな企業に就職したいですか？ 
（企業名、職種、条件など．自由記述） 

<現在、PI／グループリーダー／部長などの管理職の方＞ 
19‐1. 今後のプラン（希望）を教えてください。 
□このままでいい □国内で異動したい □海外に異動したい □転職したい □退職したい  
□その他（自由記述） 

19‐2. 今後のプランを決める際、重要なファクターは何ですか？（複数選択可） 
□研究（仕事）内容 □職種 □給料 □雇用形態（契約年数など）
□勤務条件（休暇、育休、勤務地など） □生活環境（子育て、介護など） □その他（自由記述） 

19‐3. [今後、研究以外に転職しようとしている方] その理由は何ですか？
□他に興味を惹かれるものが見つかった □研究に飽きた □研究費の取得が困難  
□研究職が見つからない □適性がないと感じた □気力、体力の限界を感じた □その他（自由記述） 

19‐4. [全員] キャリアパスに関して若手にアドバイスがありましたらお願いします。（自由記述） 


